
様式 S－３１ 研究計画調書（添付ファイル項目）
奨励研究 １yó|~ ÿ 

ÿ 

 

ÿ |~þö1|~ýýzy ;ÿ�ïÕw�ÿy»sx2 

o|~��¿þ�<îÜÿ(2026)~þyó|~ûÿ{Vèÿ}ß��Ówÿ=~ûÿ{Vwûÿu¼»2�ÿ{_�sv�1

<ù�|~¿ûrÏm{zq»ûÿÛsßï{·y»�{=ÿ}ß��Ówÿ²Ó�{y»sx2 

ïO~dÿf{ttv}n{�ÿy»sx2 

d o|~~þ~þöÿ}²öû�_öoÿ²oy»|~x~ûrÿ{}ow1y~¸vzÌoÿo|~²ßßy»{_�º1

wó{ós�}ÿ{ÿ1_ÜoÛw1|~��ÿÿ~ÿw_²y~¸v{1ys~wn¹{{w¸vxy»~{1o|~~{

òxoÿ|V{»¸v{|~þö1|~��ûýý²�ÿy»sx2 

e s¼~w{o|~��{·³y»|~²Ìsvt»|\{�1}~Þ{´þÙöíxßÌÿýgÿ|~��~ßý²µýü

øy»|~g^�1|~WÛ�|t»|\�}~Õû{²�°ÿ²�ÿy»sx2 

f Om~÷õ{ttv�1WÕû�Û~�~û­ú{²öç~þöxy»|~ÿ^|×U¿ÿ²�°2ÿÛsmxwvÌv×

�|~x~þÕù{ttv²�ÿy»sx2 

 
 
 
 
 

ù_ÿÿÿÿ |~��¿þÿÿÞõ±´û�þÿ 

(\JSPSInstructionsをコメントアウトしてください。)
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ù_ÿÿÿÿ |~��¿þÿÿÞõ±´û�þÿ 

|~��¿þ_r{_�sv}oy»sx 

ïo}oÏ�~Õû²?V{ú�w1|~��¿þ~_rf{�s~ö½¹øüó¿¹txZöy»sxï 

 

;}oÏ�ÿ 

1. _r{_�sv�1|~��¿þ_rû�u��²ßzú�y»sx2 

2. oç� 11ý´óøïN~�}u~ç_{²�}y»sx2 

3. T�~Nø~¿´øûxg{þ}�×{uztsx2 

4. g{þ}wÛ±¹¼��u��xztsx2 

 

ïo}oÏ�~Õû²?V{ú�w1|~��¿þ~_rf{�s~ö½¹øüó¿¹txZöy»sxï 

本研究の目的は、象の卵を発見して、象の卵生を証明することである。進化論的には、象は卵を
産む方が自然である。

1.1 どうやって探すか
予算と時間は限られているため、確率と効率を考慮し、次のような順序で象の卵を探索する。

1. 逢坂北部のある終点駅の駅前では、毎年年末になると図 1、図 2に示すようにコンクリートで
できた象の卵の像のまわりを電飾するしきたりが残っている。(少し寄り目にし、右目で左の
図、左目で右の図を見てください。なお、このように図や表を横に並べる方が、wrapfigure
を用いるより位置の調整が楽です。) まずは超音波を使い、このコンクリートの内側に化石
化した象の卵が実は隠されていないか、調査する。

図 1: 右目用 図 2: 左目用
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ÿ s¼~w~|~�×Ûs}~rÿ ;ÿ�ïÕw�ÿy»sx2 
s¼~w~|~�×ÿ��z|~m~´��ö{w~|~�×²�°ÿx}~rÿ~w_özÕû{ttv�ÿy»sx2~
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zz1Þûÿ~ïÕ{yó|~~îÞ²×qvÌs�|~ºÜ|r»|\{�1_ú|~ºÜ~<îÞ~þ=<ºÜ�÷=<|
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»|\�1}¼~¼�ÿy»sx2ÿ 

 
 
 
 
 
 

 

(\PapersInstructionsをコメントアウトしてください。)
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;}oÏ�ÿ 

ÿÿÿ�þ~}oÏ�~Õû{²_}ÿ}}owv_ry»sx2 

ÿÿ|~m~ÿÞç1×þ1wm­wk1ûß��{ÿ�1ÿÿö{��y»~w�z�1o|~

��~ßÌÿýg²®ny»Nw1}~yâxz»ç�{~��z²~²ùß��y»sx2 

ÿÿ|~m~~�ÿ{_�sv�1_ú|~m~²\Ûy»{SVzåy²��y»sx 

ÿÏxwv1�ÛÞç~|\�Þç]1×�]1ó��]1ÿ÷´�{1~è~ÿÿæÿ1

×þ~|\�}~þ�åy1zyÿ2 

ÿÿÞç�1ç{ó�u¼vt»²~Û�ó�|úÛwvt»²~{Ösv��y»sx2 

 

ïo}oÏ�~Õû²?V{ú�w1|~��¿þ~_rf{�s~ö½¹øüó¿¹txZöy»sxï 

今までは、地球上で最大の生物、シロナガスクジラの卵の研究を進めようとしてきた。クジラ
の卵の場合は、高い水圧に耐える必要があるため、堅固の構造となっているはずであり、これが
解明されれば、将来、深海潜水艇への応用も効く。しかし、シロナガスクジラの生息範囲が広い、
海に潜っている時間が長い、生息数も減っている、などの原因により、卵を見つけることができ
なかった。そこで、地球で最大の動物から、地上で最大の動物に研究対象を変更する。


